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　4月16日（水）から120期156名の児童
と共に3泊4日の修学旅行に出かけまし
た。16日（水）雨模様の中、大阪国際（伊
丹）空港から鹿児島に向かって出発し、1
時間余りで鹿児島空港に到着しました。
その後、バスで鹿児島市内に向かいまし

たが、鹿児島は篤姫効果で大変活気があるように感じました。最初に訪れたの
はNHK大河ドラマ「篤姫」の撮影にも使われた仙巌園（磯庭園）です。仙巌園
は薩摩藩主島津家の別荘跡地で錦江湾を池に、桜島を築山に見立てた雄大
な庭園です。同じ敷地内に尚古集成館があります。幕末まで700年の歴史を誇
る島津家に代々伝わる史料を収蔵展示する博物館で、斉彬、篤姫などの島津
家伝来の史料を中心に展示されています。磯庭園で食事をした後、子ども達が
庭園を見学する間に私と学年主任の杉田教諭は鹿児島市役所の建設局を訪
問し、日ごろ高島鞆之助生誕地碑を管理していただいている御礼を述べてきまし
た。鹿児島市役所訪問の後、甲突川沿いの遊歩道にある高島鞆之助生誕地
碑前で子ども達と合流、私から追手門学院の創設者高島鞆之助先生の誕生し
た地であり、ここ加治屋町からは西郷隆盛や大久保利通をはじめ、たくさんの明
治維新に関係した薩摩藩の人たちが育っていることなどを話し、一礼の後、献花
をしました。子ども達にとって、この訪問をきっかけに創設者高島鞆之助先生が
より身近なものに感じられたのではないでしょうか。子ども達はさらに薩摩藩の偉
業を学ぶために維新ふるさと館を見学しました。維新ふるさと館は、近代日本を
創った英傑たちをしのぶことができる所で、ジオラマや、等身大ロボットなど、ハイ
テク技術を用いて明治維新の熱い歴史をわかりやすく、楽しく体感できるところ
でした。私と杉田先生はその間に、同じ加治屋町内にある高島鞆之助先生の
遠縁に当たられる高島睦子さんのお宅を表敬訪問しました。高島睦子さんはご

高齢にもかかわらず、最近まで高島鞆之助
生誕地碑を掃除していただいていました。
毎年、追手門学院小学校が鹿児島を訪
問されることを楽しみに待っていただいて
います。今年も1時間近く小学校の近況を
報告してきました。睦子さんからは子ども達

に「目的に向かって一生懸命学び、立派な人になってください。」という主旨の
メッセージを頂戴しました。さらに我々は共研舎（共研幼稚園）を訪問しました。
共研舎とは明治12年に青少年健全育成を目的とする三方限の郷中教育の
場として設立されました。高島先生も郷中教育で学びました。共研舎の教育目
標は本校の教育目標と類似しています。高島先生の従兄弟の孫に当たられる
方が理事長をされていた時代もありました。また、本校の児童が周年事業等で
披露することがあります野太刀自顕流の研修道場にもなっています。
　修学旅行はこのあと、知覧特攻平和会館や阿蘇山の自然、普賢岳噴火
の驚異、長崎平和公園などでたくさんのことを学んで帰ってきました。はるか以
前、本校では修学旅行のことを卒業旅行と呼んでいたそうです。それまでに学
んだマナーや知識の総決算として九州を1週間余り旅していたそうです。昭和
40年代は船で弁天町から別府まで行き、北九州を旅して再び船で帰阪して
いました。その後、山陽新幹線の完成で鉄道を利用するようになりました。さら
に阪神淡路大震災で新幹線がストップしたのをきっかけに飛行機を使うように
なりました。卒業生の皆様にはそのときそのときの思い出があると思います。
　青山墓地にある高島先生のお墓や上智大学のクルトゥルハイムと共に、
もし鹿児島を訪問される機会がありましたら維新ふるさと館の前の甲突川を
渡ったところに高島先生の生誕地碑がありますのでちょっと立ち寄っていた
だくことを旅の楽しみに加えていただければうれしいです。

高島鞆之助生誕地の
碑を尋ねる 120期修学旅行

小学校長 津田 克彦


